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■ 
こ
の
間
の
経
過 

■

　

私
た
ち
は
、
令
和
３
年
４
月
「
げ
っ
ぽ
う

７
５
９
号
」
に
て
、
特
別
支
援
学
校
、
特
に

知
的
障
が
い
と
肢
体
不
自
由
の
学
校
に
お
い

て
、
児
童
、
生
徒
の
増
加
か
ら
、
全
国
的
に

過
大
・
過
密
状
態
が
発
生
し
て
お
り
、
道
内

に
お
い
て
も
早
急
な
教
育
環
境
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
４
年
４
月
、
関
係
者
の
長

年
の
願
い
で
あ
っ
た
「
特
別
支
援
学
校
設
置

基
準
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
文
科

省
通
知
に
は
「
在
籍
者
数
の
増
加
に
よ
り
、

慢
性
的
な
教
室
不
足
が
続
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
教
育
環
境
を
改
善
す
る
視
点
か
ら
、
法

令
の
設
置
に
至
っ
た
。」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
年
10
月
、
道
育
成
会
を
含
む
、
道
内
の

親
の
会
７
団
体
と
「
北
海
道
障
害
児
教
育
フ

ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
」
を
含
め
た
８
団
体

で
、
道
教
委
に
対
し
『
道
内
特
別
支
援
学
校

の
教
室
不
足
な
ど
に
対
し
、
教
育
環
境
の
改

善
を
求
め
る
要
望
書
』
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
５
年
度
教
育
費
補
正
予
算

案
「（
新
規
）・
知
的
障
害
養
護
学
校
校
舎
等

整
備
費
」
と
し
て
北
見
支
援
学
校
へ
基
本
実

施
設
計
費
６
７
５
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

再
度
の
共
同
提
出 

■

　

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
、
関
係
者
の
ご
努

力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
児
童
、
生
徒
の
増
加

に
見
合
う
教
育
環
境
の
整
備
と
い
う
点
で

は
、
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
「
音
楽
や
図
工
室
等
の
特
別

教
室
を
一
般
教
室
に
転
用
」「
一
つ
の
教
室

を
間
仕
切
り
し
て
２
つ
に
分
割
」「
教
材
や

教
具
、
福
祉
機
器
等
の
置
き
場
が
な
く
、
止

む
無
く
廊
下
に
」「
自
閉

症
児
に
必
要
な
、
適
切
な

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
な
い
」
等
々
、
む
し
ろ

実
態
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
２
月
６

日
、
要
望
団
体
と
し
て
、

新
た
に
「
北
海
道
肢
体
不

自
由
児
者
福
祉
連
合
協

会
」
に
も
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
道
内
親
の
会
、
８

団
体
で
再
度
『
要
望
書
』
を
道
教
委
へ
提
出

し
ま
し
た
。

■ 

実
態
に
即
し
て
要
望 

■

　

札
幌
市
育
成
会
か
ら
は
昨
年
８
月
に
実
施

し
た
役
員
に
よ
る
「
札
幌
伏
見
支
援
学
校
」

「
札
幌
養
護
学
校
白
桜
高
等
学
園
」
の
訪
問

結
果
が
述
べ
ら
れ
、
具
体
的
な
狭
隘
化
の
実

態
を
道
教
委
の
担
当
者
に
訴
え
ま
し
た
。
通

常
学
校
で
こ
う
し
た
事
態
が
放
置
さ
れ
て
い

れ
ば
大
問
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。
一
日
も
早

い
対
応
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

こ
の
度
は
『
寄
宿
舎
』
の
「
施
設
、
設
備
の

整
備
」「
指
導
員
の

研
修
保
障
」「
教
育

的
活
用
」
に
つ
い
て

も
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
、
楽
し

く
学
び
、
安
全
に
過

ご
せ
る
学
習
環
境
の

早
期
実
現
に
誠
実
な

対
応
を
心
か
ら
期
待

し
ま
す
。

「
道
内
親
の
会 

８
団
体
」切
実
な
願
い
を
束
ね
、北
海
道
教
育
委
員
会
へ
再
度
提
出

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
を
整
え
る
、

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
を
整
え
る
、

ま
さ
に
合
理
的
配
慮
の
履
行
！

ま
さ
に
合
理
的
配
慮
の
履
行
！

特
別
支
援
学
校
の
過
大
過
密
、教
室
不
足
解
消
、教
育
条
件
改
善
を
求
め
る
要
望
書

【
要
望
団
体
】
▼
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　
▼

北
海
道
自
閉
症
協
会　
▼
北
海
道
小
鳩
会
（
ダ
ウ
ン

症
児
親
の
会
）　
▼
北
海
道
学
習
障
害
児
者
親
の
会

ク
ロ
ー
バ
ー　
▼
北
海
道
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

を
守
る
会　
▼
北
海
道
肢
体
不
自
由
児
者
福
祉
連
合

協
会　
▼
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　
▼
北
海
道

自
閉
症
協
会
札
幌
分
会
札
幌
ポ
プ
ラ
会　
▼
北
海
道

障
害
児
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

＊�「
要
望
書
」は
、
道
育
成
会
の
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

要望提出団体による記者発表の様子
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こ
の
た
び
『
第
30
回

本
人
大
会
」
実
行
委
員

会
』
の
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
『
函
館

い
か
す
会
』
事
務
局
長

の
成な

り

田た

伊い

織お
り

と
い
い
ま

す
。
私
は
日
本
に
ま
だ
千
人
単
位
し
か
い
な
い
「
ス

タ
ー
ジ
ウ
ェ
バ
ー
症
候
群
」
と
い
う
難
病
患
者
で
あ

り
、
顔
に
赤
い
あ
ざ
と
軽
度
知
的
障
が
い
と
心
因
性

難
治
て
ん
か
ん
持
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
あ
ざ
は
生
ま

れ
つ
き
の
も
の
で
、
顔
の
赤
い
あ
ざ
が
私
の
チ
ャ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
『
本
人
大
会
実
行
委
員
会
』
の
委
員
長
を
や
る
こ

と
に
な
っ
た
時
に
は
「
本
当
に
私
で
良
い
の
？　

私

に
そ
ん
な
大
役
が
務
ま
る
？
」
と
思
い
ま
し
た
。
最

初
は
正
直
、
不
安
で
し
た
し
、
実
感
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
第
１
回
実
行
委
員
会
で
札
幌
に
行
っ
た

時
、
札
幌
に
行
く
道
中
、
委
員
会
の
前
後
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
負
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
、
会
議
が
始

ま
る
と
緊
張
で
自
分
の
頭
の
中
は
真
っ
白
に
な
り
ま

し
た
。
で
す
が
、
自
分
が
思
っ
た
よ
り
ち
ゃ
ん
と
で

き
て
い
た
よ
う
で
「
一
生
懸
命
全
力
で
や
る
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
」と
思
い
ま
し
た
。
会
議
の
前
後
に「
頑

張
っ
て
！
」
と
か
「
大
役
、
お
疲
れ
様
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、『
函
館
い
か
す
会
』
に
入
会
し
て
初
め
て

の
大
会
が
名
寄
だ
っ
た
の
で
す
が
、
諸
事
情
に
よ
り

参
加
で
き
ず
、
そ
の
後
初
め
て
参
加
し
た
の
が
コ
ロ

ナ
禍
に
開
催
さ
れ
た
岩
見
沢
大
会（
リ
モ
ー
ト
）で
、

分
科
会
の
あ
る
大
会
は
函
館
大
会
が
初
め
て
で
す
。

　

現
在
、
次
の
第
２
回
実
行
委
員
会
に
向
け
て
、
地

元
で
は
、
第
１
回
実
行
委
員
会
の
時
に
各
地
の
本
人

会
様
と
意
見
交
換
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
次
回
で
は

ど
の
順
序
で
話
し
合
い
を
す
る
と
良
い
か
相
談
し
た

り
、
各
地
の
本
人
会
様
に
は
、
決
議
文
や
分
科
会
の

テ
ー
マ
、
希
望
す
る
（
担
当
し
た
い
）
分
科
会
、
リ

モ
ー
ト
会
議
の
希
望
日
（
都
合
の
良
い
日
）
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
ま
す

　

私
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
『
本
人
大
会
』
は
、
熱
く
討

論
が
で
き
た
り
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
な
の
で
す
が
、

ど
ん
な
障
が
い
や
難
病
、
そ
し
て
個
性
豊
か
な
方
で

も
楽
し
め
た
り
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
り
と
い
う
こ

　

監
督
は「
山
田
火ひ

砂さ

子こ

」さ
ん
。
１
９
３
２
年
、

東
京
都
生
ま
れ
。
現
在
、
92
歳
に
な
る
我
が
国
最

高
齢
の
映
画
監
督
。
戦
後
、
舞
台
女
優
を
経
て
映

画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
。
知
的
障
が
い
の
あ
る
長

女
の
出
産
、子
育
て
を
通
じ
、制
度
の
不
備
や
障
が

い
者
が
阻
害
さ
れ
る
社
会
に
強
い
疑
問
と
憤
り
を

感
じ
、映
画
を
通
じ
、社
会
を
変
え
よ
う
と
監
督
に
。

　

10
作
目
と
な
っ
た
新
作
は
「
菊
地
澄
子
」
さ
ん

が
書
か
れ
た
「
私
の
か
あ
さ
ん
」
と
い
う
児
童
文

学
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
。
知
的
障
が
い
の
両

親
を
も
つ
健
常
児
の
娘
の
物
語
で
す
。
小
学
３
年

で
、両
親
の
障
が
い
に
気
づ
き
、激
し
い
葛
藤
や
、

反
発
を
し
な
が
ら
も
、周
り
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、

成
長
す
る
姿
を
丹
念
に
描
い
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ス
ト
に
は
、
母「
寺
島
し
の
ぶ
」、
父「
渡

辺
い
っ
け
い
」、
娘
を「
常
盤
貴
子
」、
親
友「
安
達

祐
実
」、
そ
の
父
親
「
船
越
英
一
郎
」、
養
護
学
校

教
員「
東
ち
づ
る
」、祖
母「
高
島
礼
子
」ら
で
す
。

　

ま
た
、
作
品
の
後
援
・
賛
同
団
体
に
は
「
全
国

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
」「
日
本
知
的
障
害

者
福
祉
協
会
」「
日
本
ダ
ウ
ン
症
協
会
」「
全
国
知

的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
」「
全
国
特
別

支
援
学
校
長
会
」
等
々
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

札
幌
で
の
試
写
会
は
３
月
22
日
、
23
日
、
そ
の

後
は
道
内
各
地
で
上
映
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第
69
回
全
道
大
会「
函
館
大
会
」

「
本
人
大
会
」実
行
委
員
長
と
し
て

開
催
日
：
令
和
６
年
９
月
28
日
㈯

会　

場
：
函
館
市
民
会
館
・
花
び
し
ホ
テ
ル

テ
ー
マ
：「
誰
も
が
笑
顔
で
輝
く
未
来
を
」

ス
ロ
ー
ガ
ン
：「
皆
が
願
う
住
み
よ
い
街
函
館

め
ざ
そ
う
、つ
な
が
る
支
援
の
輪
」

と
に
重
点
を

置
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

　

た
く
さ
ん

の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

自
作
雪
だ
る
ま

「
わ
た
し
の
か
あ
さ
ん
」

―
天
使
の
詩
―

映画
「
弱
者
と
と
も
に
」を
信
念
に
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３
月
の
予
定

11
日
㈪　

第
２
回　

活
性
化
対
策
委
員

16
日
㈯　

事
業
所
協
議
会　

研
修
会

18
日
㈪　

第
２
回　

広
報
・
企
画
専
門
委
員
会

28
日
㈭　

第
５
回　

理
事
会

ニ
カ
ッ
プ
寿
司
・
た
こ
焼
き
・

か
き
氷
・
ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー

ス
・
唐
揚
げ
棒
な
ど
、
お
祭
り

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
10

品
目
の
料
理
を
講
師
の
先
生
の

指
示
や
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
各
班
に
分
か
れ
て
調

理
。
目
的
の
二
つ
目
、
自
立
へ

向
け
た
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
が
テ
ー
マ
に
合

わ
せ
て
、料
理
の
盛
り
付
け
や
、

会
場
の
飾
り
つ
け
を
行
い
、
お

祭
り
気
分
を
楽
し
み
、
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
な
が
ら
交
流
す
る

姿
に
「
や
っ
ぱ
り
、
こ
う
い
う

機
会
っ
て
大
切
だ
な
ぁ
」
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
も
あ

り
、
こ
こ
数
年
、
育
成
会
会
員
と
、
な
よ
ろ
陽
だ
ま

り
の
会
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
の
機
会
を
な
か
な
か
創

り
出
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
機

会
を
再
出
発
と
し
、
今
後
も
交
流
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
！

　
　
名
寄
心
と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

事
務
局
長　

長
谷
川　

ま
ゆ
み

　

２
月
10
日
㈯
旭
川
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー（
お
ぴ
っ
た
）

を
会
場
に
標
記
の
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
障
が
い
児
者
が
地
域
で

暮
ら
す
に
は
欠
か
せ
な
い

『
移
動
支
援
』
の
現
状
と
、

そ
の
課
題
で
す
。
参
加
者
は

全
体
で
42
名
。
旭
川
、愛
別
、

名
寄
、
中
富
良
野
と
い
っ
た

各
地
区
育
成
会
か
ら
の
参
加
者
を
は
じ
め
、
事
業
所

職
員
（
支
援
者
）
や
、
ご
本
人
達
で
す
。
ま
た
、
特

徴
的
だ
っ
た
の
は
旭
川
市
議
会
（
議
員
定
数
34
名
）

民
生
委
員
会
に
所
属
さ
れ
る
方
々
を
中
心
に
、
10
名

に
も
及
ぶ
、「
移
動
支
援
」
に
関
心
を
お
持
ち
の
市

議
会
議
員
の
皆
様
で
す
。

　

実
は
、
旭
川
育
成
会
と
旭
川
市
議
会
民
生
委
員
会

は
１
月
23
日
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し
「
当
事
者
や

家
族
の
話
し
を
聞
い
て
ほ
し
い
。」「
ヘ
ル
パ
ー
不
足

や
報
酬
単
価
が
低
く
、
事
業
運
営
が
大
変
。
必
要
な

支
援
が
困
難
。」と
い
っ
た
声
を
届
け
て
い
た
の
で
す
。

　

研
修
会
の
第
１
部
は
、「
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の

地
域
生
活
支
援
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
道
育
成
会
の

光
増
理
事
よ
り
国
連
・
障
害
者
権
利
委
員
会
か
ら
の

勧
告
を
含
め
た
講
演
。
第
２
部
は
上
川
地
区
上
田
事

務
局
長
か
ら「
移
動
支
援
事
業
の
概
要
」に
つ
い
て
。

最
後
は
移
動
支
援
事
業
を
展
開
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

ゆ
い
ゆ
い
理
事
長
」
で
「
旭
川
市
自
立
支
援
協
議

会
移
動
、外
出
部
会
長
」の
野
々

村
氏
よ
り
、
現
場
で
課
題
と
な

っ
て
い
る
具
体
的
な
内
容
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
＊�

《
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ「
移
動
支

援
」の
の
む
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
》

で
検
索
す
る
と
野
々
村
氏
に
よ
る
移
動
支
援
に
係
る

７
本
の
動
画
が
Ｕ
Ｐ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

�

　

　

名
寄
心
と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
昨
年
９
月

10
日
㈰
道
に
よ
る
「
障
が
い
児
等
自
立
支
援
研
修
事

業
」
を
活
用
し
、（
社
福
）
な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会

の
生
活
介
護
事
業
所
（
旧
下
多
寄
小
学
校
）
を
会
場

に
「
お
祭
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
料
理
教
室
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
育
成
会
会
員

と
、
な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会

メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
で
す
。

　
『
料
理
教
室
』
に
は
、
な

よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会
の
利
用

者
・
職
員
、育
成
会
会
員
等
、

総
勢
１
４
４
名
が
参
加
。
焼

き
鳥
・
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
・
ミ
ニ
ク
レ
ー

プ
・
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
・
ミ

私
た
ち
育
成
会
、た
だ
今
、奮
闘
中
！

地
区
育
成
会
の
活
動
紹
介
その
８

お
祭
り
テ
ー
マ
に「
料
理
教
室
」

お
祭
り
テ
ー
マ
に「
料
理
教
室
」

『
み
ん
な
で
わ
っ
し
ょ
い
！
』

『
み
ん
な
で
わ
っ
し
ょ
い
！
』

144名
参加

上
川
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
絡
協
議
会

「
地
域
で
暮
ら
す
」

研
修
会



北海道手をつなぐ育成会
� 事業所協議会

障がい者の願いを実現することが事業所協議会の

目的です。私たちは、『経営』と『志』の統一を

目指しています。体力のある事業所も体力のない

事業所も助け合います。あなたの事業所の入会を

待っています。�

一般社団法人旭川手をつなぐ育成会　ぽぷら事業所
〒070-8002　旭川市神楽2条11丁目1番6号
TEL（0166）74-4635　FAX（0166）74-4650

★主な作業
☆資源回収
☆お菓子の箱折り
☆シール貼り
☆梱包
☆袋詰め
☆�リサイクルプラザ施設
外就労
☆しめ飾り販売

★就労継続支援Ｂ型　18名
　生活介護　15名

手をつなぐ育成会げっぽう３月号 第794号 4


